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BS7799を始めとする複数のグローバルガイドラインに準拠した

セキュリティポリシー策定平準化ツール「M@gicPolicy」Ver.2を発表

～BS7799等の認証取得を強力にサポート～

2002年 1月 18日 株式会社アズジェント

（店頭登録銘柄・コード番号 4288）

  ワールドクラスのセキュリティソリューション提供を主業務とする株式会社アズジェント（代表取締役社長：杉本 隆洋

所在地：東京都中央区日本橋）は、BS7799 を始めとする複数のグローバルガイドラインに準拠したセキュリティポリシ

ー策定平準化ツール「M@gicPolicy」Ver. 2.0を発表します。また、今回新たに ISO/IEC JTC1/SC27 WG1（ISOで情

報セキュリティ技術に関するサービス及びガイドラインを担当するワーキンググループ）のチェアマンなど、国内外のセキ

ュリティ関連第一人者による「セキュリティポリシーアドバイザリ」を開設いたしましたので、合わせてご案内いたします。

【背景】

   我が国においてもインターネット利用による電子政府や大手企業による電子商取引などが実用段階に入っておりま

す。しかしながら、不正アクセスやウィルスなどの脅威も現実的な問題となっており、情報セキュリティ対策の重要性が

認識されつつあります。しかしながら、現在普及しているセキュリティ対策の多くはアンチウィルスやファイアウォールな

ど一般的に認知度の高い商品を導入するポイントソリューションでしかなく、脅威を未然に防ぐには不充分です。企業や

組織が必要とする強度の高いセキュリティインフラストラクチャーを構築する為には認知されている技術的な対策のみな

らず、非技術的な対策も含めたセキュリティポリシー策定とその運用が必須となります。

   一方、セキュリティポリシーを策定する上での基準として、英国規格であるグローバルガイドライン BS7799 が国内

外において、ディファクトとしての位置付けを確立しつつあります。国際的な動向としては BS7799 パート 1 に ISO/IEC

17799 という番号が付与され、認証制度としてパート 2 の整備が行われています。国内の動向としては BS7799 を日

本語化した JIS X5080が日本規格協会により来年春に向けて整備されています。また、認証制度として情報セキュリテ

ィマネジメントシステム(ISMS)適合性評価制度のパイロット運用が財団法人日本情報処理開発協会（JIPDEC）により今

秋から既にスタートしています。

【セキュリティポリシー平準化ツール「M@gicPolicy」】
  アズジェントはこのようなトレンドを予測し、1997 年の会社設立時よりグローバルガイドラインに準拠したセキュリティ

ポリシー平準化ツール「M@gicPolicy」を開発してまいりました。「M@gicPolicy」はセキュリティポリシー策定における問

題点（①ポリシーを作成できるところが少ない－ノウハウがない－、②策定に時間がかかる、③費用がかかる）を解決す

るためのセキュリティポリシー策定平準化ツールです。

「M@gicPolicy」は 2000 年 6 月に発足した「セキュリティポリシーアライアンス」（セキュリティポリシーの策定を主目
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的としたビジネスアライアンス）においてＳＩパートナーがエンドユーザ向けに提供するセキュリティポリシー策定に利用さ

れてきました。Ver. 2.0 でも引き続き、同形態で利用されます。尚、アライアンスによるセキュリティポリシー策定は 200

万円（ファーストドラフト）からとなっています。

  今回のバージョンアップにより、セキュリティポリシーを策定する上での実務に則した操作性の改善と機能を追加しま

した。また、BS7799など準拠させたいグローバルガイドラインの選択の他、策定企業が属する業種などの属性選択、ポ

リシーの策定範囲、など様々な条件やアプローチ方法からセキュリティポリシーを策定できるようにフレキシビリティを格

段に向上させました。更に、セキュリティポリシー策定において重要な項目であるリスクアセスメントのための情報資産

登録や BS7799 推奨のリスクアセスメント手法に基づくリスクアセスメントモジュール（オプション）とのデータ交換といっ

た機能を新たに追加することで、BS7799、ISO/IEC 17799、ISMS 適合性評価制度などの認証を受ける際に必要なド

キュメンテーションの作成をもカバーすることができます。

その上、策定したセキュリティポリシーを強制させるためにサードベンダーから市場で販売されている各種セキュリティ

商品へ策定ポリシーに基づくルール（プロダクトレベルポリシー）をスクリプトとして、API（アプリケーションインターフェー

ス）経由で引き渡すことが可能となりました。

  これらの機能追加により、BS7799 等に準拠したセキュリティポリシーを短期間で効率よく作成できるだけでなく、認証

取得の為に必要なドキュメントやレポートを作成することで、認証取得を求める企業に対して強力なサポートを行うことが

可能となります。また、策定後のポリシーの強制実行ができるようにサードベンダー製セキュリティ商品へルールを引き

渡すことで強度の高いセキュリティを構築、メインテナンスすることが可能となります。

なお、「M@gicPolicy」Ver. 2.0は 2002年 2月のリリースを予定しています。

【Ver.2.0の主な強化ポイント】

• BS7799（ISO/IEC 17799、ISMS適合性評価制度）に適合したセキュリティポリシー策定

• セキュリティポリシーを策定する上での実務に則した操作性の改善と機能の追加

• フレキシビリティを向上（様々な条件やアプローチ方法からセキュリティポリシーを策定可能）

• リスクアセスメントのための情報資産登録機能追加

• BS7799推奨のリスクアセスメント手法に基づくリスクアセスメントモジュール（オプション）とのデータ交換機能追加

• API機能追加（策定ポリシーに基づくルールをスクリプトとしてセキュリティ商品へ引き渡す）

• 認証取得の為に必要なドキュメントやレポートの作成機能追加

【セキュリティポリシーアドバイザリー】

今回新たに、セキュリティポリシーアライアンスにセキュリティポリシーアドバイザリを開設しました。 ISO/IEC

JTC1/SC27/WG1（ISO で情報セキュリティ技術サービスおよびガイドラインを担当するワーキンググループ）の議長を

務めるテッド・ハンフリー氏、「国際セキュリティ標準 ISO15408 のすべて」（日経 BP 社）や「国際セキュリティ標準

ISO/IEC 17799 入門」（オーム社）の著者であり、ISO15408 の作成に参画された経験をもつ田渕 治樹氏など 4 名で

構成されています。これにより、国内外の質の高い情報をアライアンスパートナー及びポリシー策定を行うエンドユーザ

に提供することが可能となりました。
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メンバー経歴

Ted Humphreys（テッド・ハンフリー）
• XiSEC Consultants社取締役

• 23年間に渡り、情報セキュリティの専門家及びコンサルタントとして世界各国で活動

• British Telecom社の経営上層部、さらに欧州委員会、欧州評議会、OECDの最高顧問を歴任

• ISO/IEC17799：2000、BS7799：1999の編集を担当

• ISO/IEC JTC1/SC27/WGI（ISO で情報セキュリティ技術に関するサービス、ガイドラインを担当するワーキンググ

ループ）の議長を務める。

• 英国政府の顧問を務める（電子商取引におけるセキュリティ、BS7799の導入、情報安全保障）

• RA（リスクアセスメント） Methodologyを AEXIS Consultants社と共同で確立

Angelika Plate（アンジェリカ・プレート）
• 世界中にビジネスパートナーを多数有する AEXIS Consultants社取締役

• 8年間、情報セキュリティの専門家及びコンサルタントとして活動

• 情報セキュリティの専門家として German Information Security Agency（BSI）、NATOに勤務

• ドイツ・デジタル署名法の制定に貢献

• ISOのリスクアセスメントガイドラインである ISO/IEC TR13335（GMITS）Part3、Part4の編集に参加

• BS7799の 1999年改訂版の編集にビジネスコンサルタントとして参加

田渕 治樹（たぶち はるき）
• 1971 年京都大学工学部電気工学科卒業。同年、富士通株式会社に入社、大型コンピュータのオペレーティング・シ

ステムの開発に従事。88 年より、暗号製品、アクセス管理製品などのセキュリティ関連製品の開発に従事。94 年より

企画部でセキュリティ関連の標準化、製品企画、コンサルティングなどに従事。2001 年 4 月独立行政法人 製品評価

技術基盤機構に転籍。

• 国際的には ISO セキュリティ委員会（SC27）リエゾンオフィサー、ECMA セキュリティ委員会（TC36）副議長を務め

る。1991年より ISO15408の作成に参画。

• 国内では、日本電子工業振興協会セキュリティ評価基準専門委員会委員長、ISO SC27国内委員会ワーキング・グ

ループ主査、ISO15408 JIS 原案作成小委員会主査などを務める。98 年 5 月より日本情報処理振興事業協会（IPA）

セキュリティセンターの評価技術研究開発に参画している。

Amos Fiat（アモス・フィアット）
• 1956 年イスラエル、ハイファ生まれ、テルアビブ大学卒業後、ワイツマン研究所にてコンピュータサイエンスの博士

号取得、現在ワシントン州立大学、テルアビブ大学教授であり、アルゴリズミックリサーチ社の創始者の一人。

• "Broadcast Escryptor","Traitor Tracing Scheme", "Batch RSA", "Cryptoanalytic Time/Space Tradeoffs"で知ら

れている。特に Adi Shamir教授（RSAの Sにあたる）との共同開発である「ゼロ知識証明」（フィアット・シャミア法）は

有名である。
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【セキュリティポリシーアライアンス】

  エンドユーザに対して、トータルなセキュリティ対策を施すためのセキュリティポリシー策定を提供するビジネスアライ

アンスです。複数のグローバルガイドラインに準拠したセキュリティポリシー策定平準化ツール「M@gicPolicy」を利用し、

従来と比べ、大幅な期間短縮と費用の削減ができる上にグローバルガイドラインに準拠したクオリティの高いセキュリテ

ィポリシーをエンドユーザに提供します。

① コアパートナー： セキュリティポリシー策定平準化ツール「M@gicPolicy」を SI パートナーに提供する他、BS7799

監査人養成コース、リスクアセスメントコースを提供します。また、無料セミナー等によりポリシーマーケットの認知を

推進します。

• 株式会社アズジェント

② SI パートナー： ツールとコンサルテーションを通してエンドユーザにトータルなセキュリティ対策を行う為のセキュリ

ティポリシー策定サービスを行います。

• 株式会社インテック

• 株式会社オービック

• 京セラコミュニケーションシステム株式会社

• KDDI株式会社
• 株式会社シーエーシー

• ジェトロニクス・オリベッティ株式会社

• 東芝情報システム株式会社

• 日本電子計算株式会社

• 日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社

• 株式会社富士総合研究所

• 株式会社ワイ・ディ・シー

③ アシュアランスパートナー： エンドユーザのシステム運用の実態がセキュリティポリシーに準拠しているか、ポリシ

ーに問題はないかなど、監査、レビューなどのアシュアランスを提供します。

• 朝日監査法人 • KPMGビジネスアシュアランス株式会社
④ サテライトパートナー： 自社ではセキュリティポリシー策定サービスを行わないが、顧客の中でセキュリティポリシー

を必要としているユーザにセキュリティポリシー策定サービスを紹介します。

• 株式会社オービックビジネスコンサルタント • コンピュータ・アソシエイツ株式会社

⑤ セキュリティポリシーアドバイザリー： 国内外の質の高い情報をアライアンスパートナー及びポリシー策定を行うエ

ンドユーザに提供します。

  提供サービス

• セキュリティポリシー策定（M@gicPolicy使用）  200万円～（ファーストドラフト）

• その他のサービス

− ペネトレーションテスト

− シグネチャ（兆候）解析サービス（年間契約）

− セキュリティホール情報・クラッキング情報の提供（年間契約）

− 外部監査と運用コンサルテーションサービス（年間契約）

− リスクアセスメントサービス（年間契約）

− 認証取得支援サービス


